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In vitro 実験系において、TGF-ß1 添加処理によって悪性化を誘導した胃癌細胞株 MKN45 から
miRNA を抽出し、RNA の包括的な解析法であるマイクロアレイ解析したところ、157 種類の miRNA








なる複数の miRNA を見出すことができた。現在は、胃癌の新規バイオマーカーの候補 miRNA に





















しての進行性胃癌特異的な miRNA の候補を提示することを目的とした。 
 
２．研究成果 
 悪性化した胃癌細胞から miRNA を抽出するために、まず初めに、胃癌細胞株 MKN45 を TGF-ß1
を含む培地で培養して、MKN45 の悪性化を誘導した後に miRNA を抽出した。胃癌の悪性化が進
行することにより、アディポネクチン受容体(AdipoR2)の遺伝子発現が減少することが報告され
ている(Otani et al., 2010)。TGF-ß1 を含む培地で培養した MKN45 の悪性化が適切に誘導され
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る AdipoR2 の遺伝子発現を定量的 RT-PCR(qRT-PCR)によって検討した。その結果、以前の報告






イ解析を行った(3D-Gene analysis; Human 
miRNA Oligo chip)。本マイクロアレイ解析
では、TGF-ß1 未処理の MKN45 における miRNA
の発現量と TGF-ß1 添加処理により悪性化を
誘導した MKN45 における miRNA の発現量を比
較した。その結果、TGF-ß1 未処理の MKN45 に
比べ TGF-ß1 添加処理により悪性化を誘導し
た MKN45 では 157 種類の miRNA の発現上昇と
162種類の発現が減少したmiRNAを確認した。
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